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絶縁油中の微量PCB分析ソリューションⅢ

トランスなど重電機器などを廃棄する場合、絶縁油中の微量PCB混入の有無を確認
する必要があります。2011年5月に「絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定マニュ
アル（第3版）」が公表されています。また、2014年9月に「低濃度PCB含有廃棄物
に関する測定方法(第２版)」も公表され、「簡易測定マニュアル（第3版）」の簡易に、
また、迅速な分析法が適用されています。

アジレントでは、 「絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定マニュアル（第3版）」 で
採用されている測定法の中で、GC（ECD検出器）、GC/NICI-MS、GC/MS/MSを
用いた測定方法に対して、最適なソリューションをご提供いたしております。

Agilent 7010B トリプル四重極GC/MS

アジレントのGC/MS/MS（7010B）は、7000シリーズの最新・最上位機種で、超高感度な分析パフォーマンス、
優れた生産性、確かな信頼性、そして使いやすさを提供いたします。
微量PCB測定においては、GC/MS/MS法の高い選択性により高精度な分析を可能にします。
また、超高感度なため前処理を簡略化（希釈法）でも測定できます（この方法は、公定法ではありません。）

GC/MS/MS法に採用されている高速GCカラム
VF Rapid-MS PCB キャピラリカラム（CP8142）

＊このカラムは、GC/MSのみで使用可能です。単体のGCでは使用できません。

リストリクタ
分析カラム

注入口

(Injector)

質量分析計
（MS)

内径：0.1mm
長さ：0.6m
液相：無

内径：0.53mm
長さ：10m
液相膜厚：0.25μm

内径の異なる2本のカラムを接続

特殊ジョイント

PCB全209化合物の溶出位置確認済み

#209溶出時間は5.733分!!

Agilent 7010B GC/MS/MSの特長

＊超高感度イオン源（HES)搭載
・従来機種よりもイオン化効率を約20倍以上高め、
高感度化を実現。
・食品中のダイオキシン分析に対応（EU)
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絶縁油中PCB分析
GC/MS/MS法の特徴

・オイル中PCBに対する高い選択性（MS/MS）
・前処理は加熱多層シリカゲルカラム/アルミナカラム（簡易定量法：公定法）、
溶媒希釈（300倍）のみは公定法未対応(自主管理では使用実績あり）
・１～10塩素化PCBが測定対象
・VF Rapid-MS PCBキャピラリカラム(0.53mmX10m）を使用し、209の溶出時間が5.733分。
・一検体当たり分析時間 約10分での高速分析が可能

希釈法(300倍）を用いた再生重油の分析例（公定法未対応）

PCB209種の溶出時間一覧

全PCBコンジェナーを6分以内に溶出

m/z 255.8→151.0

3塩素化PCB

m/z 291.8→220.0

4塩素化PCB

m/z 325.9→256.0

5塩素化PCB

m/z 359.8→290.0

6塩素化PCB

m/z 393.8→323.9

7塩素化PCB

KC-mix 5ppbのMRMクロマトグラム


